
野末が紹介した資料リスト（順不同） 
 
・	Framework for Information Literacy for Higher Education. Association of College 

and Research Libraries, 2016. 
http://www.ala.org/acrl/sites/ala.org.acrl/files/content/issues/infolit/Framework_I
LHE.pdf 

・	「高等教育のための情報リテラシー基準 2015年版」国立大学図書館協会教育学習支
援検討特別委員会，2015. 
http://www.janul.jp/j/projects/sftl/sftl201503b.pdf 

・	The SCONUL Seven Pillars of Information Literacy: Core Model for Higher 
Education. SCONUL Working Group on Information Literacy, 2011. 
http://www.sconul.ac.uk/sites/default/files/documents/coremodel.pdf 

・	 Information Literacy Framework for Wales: Finding and Using Information in 
21st Century Wales. Welsh Information Literacy Project, 2011.（現在、ウェブでは
閲覧できないようです） 

・	日本図書館協会図書館利用教育委員会図書館利用教育ハンドブック学校図書館（高等

学校）版作業部会『問いをつくるスパイラル：考えることから探究学習を始めよう！』

日本図書館協会，2011. 
・	「高等教育のための情報リテラシー能力基準」Association of College and Research 

Libraries, 2000. 
http://www.ala.org/acrl/sites/ala.org.acrl/files/content/standards/InfoLiteracy-Jap
anese.pdf 

・	日本図書館協会図書館利用教育委員会編『情報リテラシー教育の実践：すべての図書

館で利用教育を』日本図書館協会，2010. 
・	三浦逸雄ほか『大学改革と大学図書館の学習・教育支援機能：日米実態調査の結果と

分析』東京大学大学院教育学研究科図書館情報学研究室，2005.（Association of 
College and Research Libraries. Objectives for Information Literacy Instruction: 
A Model Statement for Academic Librarians の翻訳を収録） 

・	日本図書館協会図書館利用教育委員会編『図書館利用教育ハンドブック 大学図書館
版』日本図書館協会，2003. 

・	日本図書館協会図書館利用教育委員会編『図書館利用教育ガイドライン 合冊版：図
書館における情報リテラシー支援サービスのために』日本図書館協会，2001.（「図書
館利用教育ガイドライン」の大学図書館版・学校図書館（高等学校）版（1998）お
よび公共図書館版・専門図書館版（1999）を収録） 

 
「第 20回図書館利用教育実践セミナー in 東京」 
（2016年 3月 13日，日本図書館協会 2階研修室） 


